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座 
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料 

 

天
皇
の
御
養
育
に
貢
献
し
た 

岐
阜
出
身
の
丸
尾
錦
作
先
生 

京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授 

所 

功 

 

 

「
帝
王
学
」
の
多
様
な
在
り
方 

 

こ
の
二
月
二
十
三
日
、
今
上
陛
下
は
満

六
十
五
歳
の
お
誕
生
日
を
健
や
か
に
迎
え

ら
れ
た
。
国
民
の
一
人
と
し
て
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
。 

 

た
だ
、
古
代
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
当

代
一
流
の
碩
学
（
せ
き
が
く
）
に
よ
る
継

続
的
な
「
帝
王
学
」
は
、
戦
後
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
補
う
た
め
、

今
上
陛
下
は
学
習
院
中
高
等
科
生
の
頃
か

ら
上
皇
陛
下
の
ご
意
向
に
よ
り
、
東
宮
御

所
へ
専
門
家
を
招
き
「
皇
室
の
歴
史
」
な

ど
を
受
講
し
て
来
ら
れ
た
。 

 

と
は
い
え
、
戦
前
ま
で
の
よ
う
な
皇
子

た
ち
に
対
す
る
ご
幼
少
期
か
ら
の
特
別
な

教
育
は
、
絶
え
て
久
し
い
こ
と
を
、
今
あ

ら
た
め
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
往
事
の
実
例
を
具
体
的

に
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
思

い
立
っ
て
宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録
』

（
既
刊
）
を
丹
念
に
読
み
返
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
っ
て
知
り
え
た
注
目
す
べ
き

人
物
は
、
大
正
天
皇
と
昭
和
天
皇
の
ご
幼

少
期
に
御
養
育
掛
の
責
任
者
と
し
て
献
身

し
た
丸
尾
錦
作
先
生
に
ほ
か
な
ら
な
い

（
以
下
敬
称
を
略
し
「
丸
尾
」
と
記
す
）。 

 

丸
尾
錦
作
の
懸
命
な
刻
苦
勉
励 

 

丸
尾
錦
作
（
一
八
五
六
～
一
九
二
五
）

に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
に
も
、

か
な
り
詳
し
い
記
事
が
出
て
い
る
。
そ
の

大
半
は
、
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）

出
身
地
の
岐
阜
市
加
納
町
有
志
た
ち
が
、

顕
彰
碑
を
建
立
す
る
際
に
作
ら
れ
た
記
念

冊
子
『
澄
心
』
所
載
の
「
自
叙
伝
」
に
依

る
所
が
大
き
い
。 

 

こ
の
冊
子
を
橋
本
秀
雄
氏
が
岐
阜
市
立

図
書
館
で
見
付
け
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
送
っ

て
下
さ
っ
た
。
こ
こ
に
そ
の
「
自
叙
伝
」

と
遺
族
関
係
者
の
記
述
か
ら
、
丸
尾
の
主

要
な
事
績
を
紹
介
さ
せ
て
頂
こ
う
。 

 

丸
尾
の
父
広
重
は
、
加
納
藩
の
下
級
武

士
（
三
百
石
取
り
）、
母
時
子
は
同
藩
士
根

村
三
四
蔵
（
み
よ
ぞ
う
）
の
次
女
で
、
そ

の
間
に
安
政
三
年
（
一
八
五
八
）
四
月
、

長
男
と
し
て
誕
生
し
た
。数
え
八
歳
こ
ろ
、

母
上
よ
り
「
百
人
一
首
」
や
「
い
ろ
は
」

の
手
習
い
（
習
字
）
を
教
え
ら
れ
、
十
二

歳
こ
ろ
か
ら
藩
学
の
憲
章
館
で
読
書
、
講

武
所
で
剣
術
を
修
め
、
儒
者
の
三
宅
在
平

か
ら
漢
学
・
皇
学
を
学
ん
で
い
る
。 

 

や
が
て
、
慶
応
四
年
＝
明
治
元
年
（
一

八
六
八
）
十
三
歳
こ
ろ
、
藩
の
奉
行
吟
味

方
で
給
仕
と
し
て
勤
め
な
が
ら
、
文
学
で

身
を
立
て
よ
う
と
し
た
。
同
五
年
の
学
制

頒
布
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
加
納
町
の
小
学

校
で
助
手
と
な
り
、
大
垣
に
開
校
さ
れ
た

師
範
学
校
で
修
学
し
、
十
八
歳
か
ら
三
年

間
、加
納
成
物
小
学
校
の
教
員
を
勤
め
た
。 

 
 

し
か
も
、
同
十
年
（
一
八
七
七
）
節
約

の
た
め
徒
歩
で
上
京
し
、
千
代
田
学
校
の

教
員
を
し
な
が
ら
、
性
慎
義
塾
で
英
語
と

数
学
を
修
め
東
京
師
範
学
校
に
入
り
、
三

年
間
首
席
で
通
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
刻
苦
勉
励
が
実
り
、
同
十

四
年
（
一
八
八
一
）「
華
族
学
校
」（
学
習

院
）
の
助
教
授
に
採
用
さ
れ
、
寄
宿
舎
の

温
習
教
師
と
学
生
監
も
兼
ね
、「
生
徒
の
修

養
に
努
力
し
・
・
・
品
性
陶
冶
（
と
う
や
）

に
尽
力
し
た
」。し
か
も
五
年
後（
十
九
年
）

二
十
三
歳
で
九
州
の
旧
松
浦
藩
校
地
に
開

設
さ
れ
た
猶
興
館
中
学
へ
招
か
れ
、
三
年

間
斬
新
な
教
育
に
専
念
し
て
い
る
。 

皇
子
嘉
仁
親
王
（
大
正
天
皇
）
の
御
養
育 

 

つ
い
で
、
同
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

三
十
一
歳
で
学
習
院
へ
教
授
と
し
て
呼
び

戻
さ
れ
、
皇
太
子
明
宮
（
は
る
の
み
や
）

（
大
正
天
皇
）
の
御
用
掛
を
仰
せ
付
け
ら

れ
た
。
前
任
の
湯
本
武
比
古
が
皇
族
に
関

す
る
教
育
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
に
出

た
後
任
で
あ
る
。 

 

大
正
天
皇
（
明
宮
嘉
仁
親
王
）
は
、
明

治
十
二
年（
一
八
七
九
）八
月
三
十
一
日
、

天
皇
（
27
）
と
権
典
侍
柳
原
愛
子
（
な
る

こ
）（
24
）
と
の
間
に
誕
生
さ
れ
た
が
、

幼
少
時
か
ら
ご
病
弱
で
あ
っ
た
。 

そ
の
た
め
、
青
山
の
御
所
内
の
御
学
問

所
で
個
人
指
導
を
受
け
て
か
ら
、
学
習
院

初
等
科
に
入
ら
れ
た
が
、
中
等
科
一
年
で

退
学
さ
れ
た
。
し
か
し
、
他
の
皇
子
が
生

後
ま
も
な
く
夭
逝
さ
れ
て
い
た
の
で
、
唯

一
の
「
男
系
男
子
」
と
し
て
、
十
一
歳
で

皇
太
子
に
定
め
ら
れ
た
。 

 

そ
の
御
養
育
に
は
、
ご
健
康
の
回
復
と

仁
徳
の
修
行
を
、
東
宮
御
所
な
ど
で
注
意

深
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

大
任
を
担
っ
た
の
が
、
小
中
教
育
の
現
場

経
験
が
豊
か
な
壮
年
の
丸
尾
で
あ
る
。 

こ
の
丸
尾
が
ど
の
よ
う
に
御
養
育
役
を

果
た
し
て
い
た
か
は
、
彼
が
大
正
年
間
に

書
い
た
「
自
叙
伝
」
に
、
嘉
仁
親
王
の
立

太
子
後
「
夏
冬
の
間
は
、
多
く
熱
海
又
は

三
保
清
見
寺
等
に
御
旅
行
あ
り
、
同
地
に

在
り
て
御
教
授
申
し
上
ぐ
。」「
先
帝
陛
下

（
明
治
天
皇
）
の
教
育
に
関
す
る
御
留
意

は
・
・
・
余
の
御
教
育
掛
拝
命
に
際
し
て

も
、
特
に
皇
太
子
の
御
教
育
に
関
し
て
は

元
田
永
孚
（
明
治
二
十
四
年
一
月
逝
去
）

に
聞
き
正
せ
と
の
御
言
葉
あ
り
、
時
々
同

氏
に
御
教
育
に
関
し
て
相
談
せ
り
。・
・
・
」

と
記
す
に
す
ぎ
な
い
。 

し
か
し
、
実
際
に
は
相
当
厳
し
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
前
掲
『
澄
心
』
所
載
の

六
男
令
策
氏
（
杉
浦
家
に
養
子
）
寄
稿
文

「
父
を
偲
び
て
」
に
、「
父
は
意
志
極
め
て

強
固
・
・
・
厳
格
な
態
度
で
事
に
臨
ん
で

い
た
」
一
例
と
し
て
、「
大
正
天
皇
が
東
宮

（
皇
太
子
）
時
代
、
父
の
出
し
た
宿
題
が

馬
術
稽
古
の
た
め
出
来
な
か
っ
た
言
い
訳

を
、
自
筆
で
お
書
き
に
な
っ
た
親
書
（
直

筆
）
が
「
今
も
家
宝
と
し
て
保
存
さ
れ
て

い
る
」
と
み
え
る
。 
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皇
孫
裕
仁
親
王
御
養
育
掛
長
の
実
績 

 
ご
病
弱
な
少
年
皇
太
子
は
、
こ
の
丸
尾

だ
け
で
な
く
、
明
治
三
十
一
年
（
一
九
八

九
）
か
ら
「
東
宮
賓
友
（
ひ
ん
ゆ
う
）」
に

任
じ
ら
れ
た
有
栖
川
宮
十
代
威
仁
親
王

（
一
八
六
二
～
一
九
一
三
）
の
努
力
も
あ

っ
て
、
段
々
と
健
康
に
な
ら
れ
た
。 

お
か
げ
で
、
同
三
十
三
年
五
月
、
九
条

節
子
（
さ
だ
こ
）（
道
孝
公
爵
四
女
）
と
結

婚
さ
れ
て
、
翌
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

四
月
二
十
九
日
に
第
一
皇
子
裕
仁
（
ひ
ろ

ひ
と
）
親
王
、
翌
三
十
五
年
六
月
二
十
五

日
、
第
二
皇
子
雍
仁
（
や
す
ひ
と
）
親
王

を
儲
け
て
お
ら
れ
る
（
同
三
十
八
年
一
月

に
宣
仁
（
の
ぶ
ひ
と
）
親
王
、
十
年
後
の

大
正
四
年
十
二
月
に
崇
仁
親
王
も
誕
生
）。 

 

そ
こ
で
、
裕
仁
親
王
と
雍
仁
親
王
は
、

お
誕
生
直
後
か
ら
明
治
天
皇
の
信
任
篤
い

川
村
純
義
伯
爵
に
預
け
ら
れ
た
が
、
川
村

の
逝
去
に
よ
り
青
山
の
皇
孫
御
殿
へ
戻
ら

れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
余
り
、
両
親
王
の

御
養
育
に
あ
た
っ
た
の
は
、
東
宮
侍
従
長

の
木
戸
孝
正
（
孝
允

の
養
子
）
で
あ
る
。 

 

そ
の
こ
ろ
、
丸
尾

は
有
栖
川
宮
威
仁
親

王
と
同
妃
と
に
従
っ

て
ド
イ
ツ
皇
太
子
の

結
婚
式
に
参
列
し
、

イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン

ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ

ル
ギ
ー
お
よ
び
イ
ギ

リ
ス
を
訪
ね
、
各
国
の
教
育
状
況
を
視
察

し
て
い
る
。
そ
し
て
帰
国
す
る
と
、
翌
三

十
九
年
九
月
（
日
露
戦
争
直
後
）、
木
戸
に

代
わ
り
丸
尾
が
皇
孫
（
両
親
王
）
の
「
御

養
育
掛
長
」
に
任
命
さ
れ
た
。 

 

そ
れ
以
降
、
丸
尾
が
懸
命
に
奉
仕
し
た

事
績
は
、
宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録
』

（
東
京
書
籍
、平
成
二
十
九
年
か
ら
刊
行
、

全
十
八
冊
）
の
第
一
に
、
か
な
り
詳
し
く

記
録
さ
れ
て
い
る（
そ
の
原
文
抄
出
稿
は
、

Ｈ
ｐ
か
ん
せ
い
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
に
掲
載
）。 

 

た
と
え
ば
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇

六
）
六
月
、
皇
孫
裕
仁
親
王
（
５
）
が
同

令
の
「
御
相
手
」
と
遊
び
な
が
ら
覚
え
ら

れ
た
「
此
ヤ
ツ
」「
ヤ
イ
」「
ウ
ン
」
な
ど

の
乱
暴
な
言
葉
使
い
を
さ
れ
る
の
に
対
し

て
、
丸
尾
（
49
）
が
、「
御
使
用
を
慎
む

べ
き
旨
を
言
上
」
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ

直
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、翌
四
十
年
正
月
、

丸
尾
ら
が
ご
注
意
申
し
上
げ
た
時
は
「
暫

く
御
こ
ら
へ
（
我
慢
）
あ
そ
ば
し
て
御
聞

き
」
に
な
る
よ
う
言
上
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
同
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
四

月
、
学
習
院
初
等
科
に
入
学
さ
れ
た
裕
仁

親
王
に
対
し
、
丸
尾
は
折
に
触
れ
て
「
水

戸
光
圀
を
題
材
と
し
て
訓
話
」（
翌
四
十
二

年
三
月
）
、
「
教
育
勅
語
に
関
す
る
訓
話
」

（
翌
四
十
三
年
正
月
）、「
前
九
年
後
三
年

の
役
の
小
話
」（
同
年
八
月
）
な
ど
を
申
し

上
げ
る
と
共
に
、「
海
軍
将
棋
」
や
「
世
界

一
周
双
六
」
の
お
相
手
を
し
た
り
（
同
四

十
一
年
十
月
、
同
四
十
三
年
正
月
）、
ご
幼

少
時
か
ら
興
味
を
持
た
れ
た
昆
虫
の
勉
学

に
資
す
る
た
め
、
岐
阜
市
か
ら
「
名
和
昆

虫
研
究
所
」
の
名
和
靖
所
長
（
53
）
を
招

く
（
同
四
十
三
年
十
二
月
）
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
る
。
そ
の
御
養
育

態
度
は
、
相
当
に
厳
し
か
っ
た
。 

『
実
録
』
に
は
第
三
年
級
の
三
学
期
末

（
同
四
十
四
年
三
月
）、
裕
仁
親
王
（
10
）

に
対
し
て
、
丸
尾
が
『
大
学
』
の
一
節
「
身

を
修
む
る
を
以
て
本
と
為
す
」
の
講
話
を

す
る
の
み
な
ら
ず
、「
御
成
長
に
伴
ひ
・
・
・

御
出
入
・
御
食
事
な
ど
の
際
の
御
行
儀
の

こ
と
な
ど
、
種
々
訓
戒
」
を
申
し
上
げ
た

と
あ
る
。
し
か
も
、
た
と
え
ば
、
庭
遊
び

で
夢
中
に
な
っ
て
帰
り
が
遅
く
な
ら
れ
る

と
、「
時
間
を
お
忘
れ
に
な
る
と
は
何
事
で

す
か
。
う
ち
へ
お
入
れ
し
ま
せ
ん
」
と
叱

り
、
し
ば
ら
く
仁
王
立
ち
し
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
（
甘
露
寺
受
長
氏
『
天
皇
さ
ま
』

〈
日
輪
閣
、
昭
和
40
年
〉）。 

 

皇
子
御
養
育
掛
長
か
ら
宮
中
顧
問
官
に 

 

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
三

十
日
、
天
皇
（
60
）
が
崩
御
さ
れ
、
直
ち

に
皇
太
子
（
33
）
が
践
祚
し
て
大
正
天
皇

と
な
ら
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
丸
尾
は
「
皇

孫
御
養
育
掛
長
」
に
任
じ
ら
れ
、
一
ヶ
月

半
後
の
九
月
十
四
日
、
先
帝
の
大
葬
儀
に

参
列
し
た
。
そ
の
夜
、
陸
軍
大
将
（
前
学

習
院
長
）
乃
木
希
典
（
63
）
は
静
子
夫
人

と
自
刃
し
た
が
、
翌
日
、
丸
尾
か
ら
「
自

刃
の
旨
」
と
「
辞
世
（
遺
詠
）」
を
申
し
上

げ
た
と
こ
ろ
、
裕
仁
親
王
は
「
御
落
涙
」

さ
れ
た
と
い
う
（『
実
録
』） 

 

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
皇
嗣
（
皇
位
継
承

者
）
の
裕
仁
親
王
と
、
弟
君
の
雍
仁
・
宣

仁
両
親
王
と
は
、「
御
殿
を
別
」
と
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
丸
尾
は
双

方
の
連
絡
役
も
務
め
て
い
る
。
京
都
へ
修

学
で
行
啓
の
際
に
は
、
大
覚
寺
で
「
南
北

朝
和
睦
の
話
」
を
申
し
上
げ
て
い
る
（
大

正
二
年
四
月
二
日
）。 

 

さ
ら
に
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
春
、

裕
仁
親
王
（
13
）
が
学
習
院
初
等
科
を
卒

業
さ
れ
、
特
設
の
「
東
宮
御
学
問
所
」（
七

年
制
）
へ
進
ま
れ
た
の
で
、
丸
尾
は
御
養

育
の
傅
育
官
長
を
辞
し
「
宮
中
顧
問
官
」

を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。 

そ
れ
ゆ
え
、
東
宮
教
育
に
直
接
関
与
す

る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
以
後
十
年
近

く
折
あ
る
ご
と
に
参
殿
し
て
、
皇
太
子
と

親
し
く
「
御
歓
談
」
に
及
び
「
御
陪
食
」

も
賜
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
丸
尾
は
今
か
ら
丁
度
百
年
前
の
大

正
十
四
年
五
月
五
日
、
満
六
十
九
歳
で
他

界
し
た
。
杉
浦
令
策
氏
の
寄
稿
文
に
よ
れ

ば
、「
晩
年
の
父
は
、仏
道
に
関
心
を
持
ち
、

ま
た
好
き
な
囲
碁
・
撞
球
（
ビ
リ
ヤ
ー
ド
）

を
楽
し
ん
で
暮
ら
し
・
・
・
赤
坂
離
宮
の

見
え
る
紀
尾
井
町
の
家
で
静
か
に
そ
の
生

涯
を
閉
じ
」
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

当
時
の
心
境
と
信
条
は
、
大
正
十
三
年

（
甲
子
）
揮
毫
の
「
澄
心
静
慮
」（
心
を
澄

ま
し
て
静
か
に
慮
る
）
に
よ
く
表
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。 

丸尾錦作書額（加納小学校蔵） 


